
様式第１号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

地域課題解決型再生可能エネルギー導入推進事業費補助金交付申請書

第 ○ 号

令和６年４月 19 日

静岡県知事 ○○ ○○ 様

所在地 ○○県○○市・・

名 称 ○○株式会社

代表者 代表取締役社長 静岡太郎

（市町にあっては、市町長 氏名）

令和６年度において地域課題解決型再生可能エネルギー導入推進事業を実施したいので、補助金を交付

されるよう関係書類を添えて申請します。

１ 交付申請額 １,５７５,０００円

（補助金所要額） （補助金に係る消費税仕入控除税額等） （補助金額）

１,５７５,０００円 － ０円 ＝ １,５７５,０００円

２ 事業の目的

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を目的とする。

口座振替先 金融機関名 ○○○○○○○○○○

支店名 ○○○○○○○○○○

口座種別 ○○○○○○○○○○

口座番号 ○○○○○○○○○○

口座名義人（カナ） ○○○○○○○○○○（○○○○○○○○○○）

（注） 以下の項目についても記載すること。

責任者 職・氏名 ○○○○・○○○○○○

作成者 職・氏名 ○○○○・○○○○○○

令和３年度か

ら押印不要

１つの事業者が２件以

上の申請を行う場合の

み、書類番号を記載

簡略に記載



様式第２号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

事業計画書（変更事業計画書、事業実績書）

１ 事業計画

○○○○○○○水系を対象に、現地調査（夏季･冬季の２回）及び既存資料調査を実施するとと

もに、○○○○○式水車（○kW）の導入可能性を検討する。

２ 事業費

（１） 事業に要する費用

６，９３０，０００円（税込み）

（２） 補助対象経費

６，３００，０００円

（３） 補助金交付申請額

１，５７５，０００円

（４） 事業経費の配分内訳

委託費：６，０００，０００円

使用料：（調査機器賃借料） ２００，０００円

（データ測定施設利用料） １００，０００円

消費税：６３０，０００円

合 計：６，９３０，０００円

左記（1）から（4）について、収支予算書（様

式第 3 号）及び事業費用の配分（要領様式第 2-

1、2-2 号）の各項目と合致させること。

当初、変更、実績に合わせ

て、見え消しとする

見積書毎に記載

（設計の場合）

予備調査に基づき以下の項目を検討し、○○水系の水力

発電（○kW 想定）の計画図（水路平面図・縦断図、設備

概要図、仮設図）を作成する。

・発電使用水量と発電形式の検討

・取水位、放水位落差の検討

・水路構造物の位置、規模、並びにルートの検討

・最大、常時使用水量の検討

・発電規模及び電力量の算定

・工事数量及び事業費の概算

・経済性の検討及び最適案決定

（工事の場合）

○○水系における○○式水車（○kW×○

台）の設備を導入する。電力は○○に利用

する。

本事業の知見をもって、○○地域での水力

発電の導入拡大を目指す。

など



３ 事業実施スケジュール

（注）変更事業計画書の場合は、変更前の計画を上段に括弧書きし、変更後の計画を下段に記入すること。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

納期

○○工事

○○工事

○○工事

○○工事

○○工事

実績報告書提出

（文字の場合）可能性調査事業の場合

○年○月～○月：準備、資料収集

○月～○月：現地調査、ヒアリング調査

○月～○月：図面作成

○年○月～○月：とりまとめ

○年○月○日：事業完了

○年○月○日：実績報告書提出



様式第３号（用紙 日本産業規格Ａ４縦型）

収支予算書（変更収支予算書、収支決算書）

１ 収入の部

２ 支出の部

区 分

予 算 額

（変 更 予 算 額）

（ 決 算 額 ）

（ 予 算 額 ）

比 較

備 考
増 △減

県補助金

自己資金

１,５７５,０００円

５,３５５,０００円

円 円 円

計 ６,９３０,０００円

区 分

予 算 額

（変 更 予 算 額）

（ 決 算 額 ）

（ 予 算 額 ）

比 較

備 考
増 △減

委託費

使用料

小計

消費税

６,０００,０００円

３００,０００円

６,３００,０００円

６３０,０００円

円 円 円

計 ６,９３０,０００円

当初、変更、実績に合わせ

て、見え消しとする

当初、変更、実績に合わせ

て、見え消しとする

当初、変更、実績に合わせ

て、見え消しとする

（当初の場合）


